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─地域情報学の知見を活用して」というテーマで5日
間にわたって行われました。今日はその最終日です。
　ワークショップでは、アチェの経験と世界の経験を
つなぎあわせ、新しい道を切り開く方法を考えてきま
した。あるいは、アチェと日本の被災や復興の経験を
どのようにして共有し、それをどのように世界に発信
するかを考えてきました。
　とりわけ焦点となったのは、情報を共有し、わかり
やすい形にかえて発信する方法です。そのためのメ
ディアとして注目されたのはインターネットです。イ
ンターネットの技術に、情報学の知見と地域研究の知
見を用いることで、私たちは「災害と社会　情報マッ
ピングシステム」を開発してきました。また、ワーク
ショップで紹介された「津波モバイル博物館」も、ア
チェと世界の経験をつなぐためのメディアとして開
発されたものです。
二度とアチェを紛争地にしないために
一人ひとりが努力を
　バンダアチェ市には「世界の国にありがとう」公園
があります。多くの犠牲者を出したブランパダン広場
につくられました。ジョギングコースの周りにアチェ
を支援した世界の国々の舟型の碑が設置されていま
す。その碑には、世界の国々の名前とともに、それぞれ
の国の言葉で「感謝」と「平和」の言葉が記されていま
す。アチェの人々の感謝の念と、平和の決意が示され
たものです。
　世界は、これらの「感謝」と「平和」の言葉を受け取り
ました。次は、アチェがさまざまな知識や情報を発信
するときです。今日この場に参加したみなさんには、
それぞれ担っている役割や責任があると思います。今
日ご参加のみなさんの多くは学校の先生です。先生は
知識や情報の担い手であり、人々の関心を引くように
工夫しながら知識や情報を伝えるのが仕事です。みな
さんは知識や情報の担い手になる用意がありますか。
　どれだけすばらしい知識や情報があり、それが人々
に役立つ形になっていても、その場所が紛争地である
限り、人々はその土地を訪れません。世界の人々は、ア
チェが再び紛争地にならないようにアチェの人々が
努めているかどうかを常に見守っています。アチェの
人々は、再び紛争が起こらないように努めなければな
りません。
　さきほどのムナスリさんの発表でも、プレートの間
に小さなゆがみが生じ、それがたまって爆発するとき
に大きな地震になるというお話がありました。紛争も
同じです。小さなわだかまりが積み重なり、小さな紛
争が積み重なることで大きな紛争になります。大きな
紛争になってしまったら解決するのは困難ですが、大
きな紛争になる前に、小さな紛争のうちであれば、私
たち一人ひとりが工夫や努力をすることで解決でき
るかもしれません。
　ともに世界に対する知識や情報の発信者となり、紛
争を起こさない社会を作るため力をあわせましょう。
